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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 本 の 案 内 レ ー ル と 、 こ れ ら 各 案 内 レ ー ル に 案 内 さ れ て 移 動 可 能 な 複 数 枚 の 仕 切 り パ  
ネ ル と を 具 備 し て な り 、 前 記 仕 切 り パ ネ ル を 前 記 案 内 レ ー ル に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と に よ  
っ て こ れ ら 仕 切 り パ ネ ル に よ り 区 画 さ れ る エ リ ア の 形 態 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に し  
た も の で あ っ て 、
　 特 定 の 案 内 レ ー ル の 一 部 の み を 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る も  
の で あ り 、
　 前 記 案 内 レ ー ル は 、 前 記 仕 切 り パ ネ ル を 受 止 め 支 持 し つ つ 案 内 す る 床 レ ー ル を 主 体 に 構  
成 さ れ た も の で あ る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 特 定 の 案 内 レ ー ル は 、 延 伸 方 向 が 異 な る 複 数 の 直 線 領 域 と 、 こ れ ら 直 線 領 域 同 士 を  
滑 ら か に 連 続 さ せ る 曲 線 領 域 と を 備 え た も の で あ り 、 前 記 直 線 領 域 の 少 な く と も １ つ を 前  
記 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る 請 求 項 １ 記 載 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ  
ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 仕 切 り パ ネ ル は 、 パ ネ ル 本 体 の 底 部 に 、 前 記 床 レ ー ル に 沿 っ て 転 動 す る 複 数 の 車 輪  
を 首 振 り 可 能 に 設 け て な る も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 各 案 内 レ ー ル に は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 仕 切 り パ ネ ル が 支 持 さ せ て あ る 請 求 項 １ 、 ２ 又  

請求項の数　4　（全18頁）
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は ３ 記 載 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 間 を 緩 や か に 仕 切 る 場 合 に 好 適 に 使 用 さ れ る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム と し て 、 比 較 的 疎 ら に 配 さ れ た ス ラ イ ド 式 の パ ネ ル  
に よ り 空 間 を 緩 や か に 仕 切 る も の が 開 発 さ れ て い る 。 か か る シ ス テ ム は 、 床 に 配 し た 案 内  
レ ー ル に 沿 っ て パ ネ ル を 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 ワ ー ク モ ー ド に 合 わ  
せ て パ ネ ル の 位 置 を 変 え る こ と よ り 、 当 該 パ ネ ル に よ り 区 画 さ れ る エ リ ア の 形 態 を 変 更 す  
る こ と が で き る よ う に し て あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 従 来 の も の は 、 複 数 本 の 直 線 案 内 レ ー ル を 組 み 合 わ せ て 仕 切 る べ き エ リ ア を  
特 定 し て お り 、 各 案 内 レ ー ル に 所 要 枚 数 の 仕 切 り パ ネ ル を そ れ ぞ れ 支 持 さ せ て あ る 。 し か  
し て 、 か か る 仕 切 り パ ネ ル は 、 対 応 す る 案 内 レ ー ル に 沿 っ て 自 由 に 移 動 可 能 で は あ る が 、  
他 の 案 内 レ ー ル に 移 行 さ せ る こ と は で き な い た め 、 エ リ ア 変 更 の 自 由 度 を よ り 高 め て ほ し  
い と い う 要 望 が 提 示 さ れ た 場 合 に は 、 何 ら か の 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 エ リ ア 変 更 の 自 由 度 を 高 め る 方 策 と し て は 、 床 レ ー ル に 切 替 ポ イ ン ト 等 を 有 す る 合 流 点  
を 設 け て お き 、 必 要 に 応 じ て パ ネ ル を 異 な っ た 床 レ ー ル に 移 行 さ せ る こ と が で き る よ う に  
す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 複 数 の 床 レ ー ル を 合 流 点 を 介 し て 相 互 に 接 続 す る  
と 、 そ の 接 続 箇 所 の 構 造 が 複 雑 化 す る と と も に 、 パ ネ ル 移 動 時 に 合 流 点 で の ポ イ ン ト 切 替  
作 業 等 が 必 須 と な り 、 パ ネ ル 移 動 操 作 が 煩 雑 な も の に な る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 “ ｆ ｒ ｅ ｉ ｎ ” ， コ ク ヨ 総 合 カ タ ロ グ Ｌ ２ １ 年 版 フ ァ ニ チ ャ ー 編 ， コ ク ヨ 株 式 会 社  
， 令 和 ３ 年 １ 月 ， ｐ ． ８ ７ ８
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 構 造 の 複 雑 化 や パ ネ ル 移 動 操 作 の 煩  
雑 化 を 招 く こ と な し に 、 エ リ ア の 形 態 変 更 に お け る 自 由 度 を 高 め る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム は 、 複 数 本 の 案 内 レ ー ル と 、 こ れ ら 各 案  
内 レ ー ル に 案 内 さ れ て 移 動 可 能 な 複 数 枚 の 仕 切 り パ ネ ル と を 具 備 し て な り 、 前 記 仕 切 り パ  
ネ ル を 前 記 案 内 レ ー ル に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と に よ っ て こ れ ら 仕 切 り パ ネ ル に よ り 区 画 さ  
れ る エ リ ア の 形 態 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ っ て 、 特 定 の 案 内 レ ー ル の  
一 部 の み を 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る も の で あ り 、 前 記 案 内 レ  
ー ル は 、 前 記 仕 切 り パ ネ ル を 受 止 め 支 持 し つ つ 案 内 す る 床 レ ー ル を 主 体 に 構 成 さ れ た も の  
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 特 定 の 案 内 レ ー ル は 、 延 伸 方 向 が 異 な る 複 数 の 直 線 領 域 と  
、 こ れ ら 直 線 領 域 同 士 を 滑 ら か に 連 続 さ せ る 曲 線 領 域 と を 備 え た も の で あ り 、 前 記 直 線 領  
域 の 少 な く と も １ つ を 前 記 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る 請 求 項 １  
記 載 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 仕 切 り パ ネ ル は 、 パ ネ ル 本 体 の 底 部 に 、 前 記 床 レ ー ル に 沿  
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っ て 転 動 す る 複 数 の 車 輪 を 首 振 り 可 能 に 設 け て な る も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ゾ ー  
ニ ン グ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 各 案 内 レ ー ル に は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 仕 切 り パ ネ ル が 支 持 さ  
せ て あ る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 構 造 の 複 雑 化 や パ ネ ル 移 動 操 作 の 煩 雑 化 を 招 く こ と な し に 、 エ リ ア の  
形 態 変 更 に お け る 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム に よ る ゾ ー ニ ン グ の 態 様 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ の 態 様 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 仕 切 り パ ネ ル を 示 す 正 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ に お け る Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ４ に お け る Ｂ 部 拡 大 図 。
【 図 ７ 】 図 ５ に お け る Ｃ 部 拡 大 図 。
【 図 ８ 】 図 ５ に お け る Ｄ 部 拡 大 図 。
【 図 ９ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 案 内 レ ー ル の 曲 線 領 域 及 び 仕 切 り パ ネ ル を 示 す 概 略 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 同 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ の 態 様 を 示 す 概 略 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ３ 】 同 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ の 態 様 を 示 す 概 略 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 仕 切 り パ ネ ル の 下 端 部 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ＜ 第 １ 実 施 形 態 （ 図 ２ ～ 図 ９ ） ＞
　 こ の 実 施 形 態 に か か る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 本  
の 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ と 、 こ れ ら 各 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ に 案 内 さ れ て 移 動 可  
能 な 複 数 枚 の 仕 切 り パ ネ ル ５ と を 具 備 し て な り 、 仕 切 り パ ネ ル ５ を 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３  
、 ４ に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と に よ っ て こ れ ら 仕 切 り パ ネ ル ５ に よ り 区 画 さ れ る エ リ ア （ Ａ  
１ ～ Ａ ４ ） の 形 態 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 形  
態 は 、 平 面 視 長 方 形 状 に 配 さ れ た ４ 本 の 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ 、 ２ と 、 こ れ ら 外 縁 用 案 内 レ  
ー ル １ 、 ２ に よ り 囲 ま れ る 空 間 Ｓ 内 を 前 後 （ 平 面 視 に お い て 上 下 ） に ２ 分 割 す る １ 本 の 前  
後 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ と 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ 、 ２ に よ り 囲 ま れ る 空 間 Ｓ 内 を 左 右 に ４ 分  
割 す る ３ 本 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 長 尺 な ２ 本 の 横 向  
き の 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ に 例 え ば ８ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ る  
と と も に 、 ２ 本 の 縦 向 き の 外 縁 用 案 内 レ ー ル ２ に 例 え ば ４ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル ５ を そ れ ぞ れ  
移 動 可 能 に 支 持 さ せ て い る 。 ま た 、 前 後 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ に は 、 例 え ば ４ 枚 の 仕 切 り パ  
ネ ル ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ る と と も に 、 各 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ に は 、 例 え  
ば ２ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 特 定 の 案 内 レ ー ル ３ 、 ４ の 一 部 の み を 他 の 案 内 レ  
ー ル １ 、 ２ の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 前 述 し た １  
本 の 前 後 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ と ３ 本 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ が 、 そ れ ぞ れ 特 定 の 案 内 レ  
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ー ル に 該 当 し 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ 、 ２ が 他 の 案 内 レ ー ル に 該 当 す る 。 こ れ ら の 前 後 区 画  
用 案 内 レ ー ル ３ と 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ は 、 そ れ ぞ れ 延 伸 方 向 が 異 な る 複 数 の 直 線 領 域  
３ ａ 、 ３ ｂ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ と 、 こ れ ら 直 線 領 域 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 同 士 を 滑 ら か に 連 続  
さ せ る 曲 線 領 域 ３ ｃ 、 ４ ｃ と を 備 え た も の で あ り 、 直 線 領 域 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ の 少  
な く と も １ つ を 他 の 案 内 レ ー ル １ 、 ２ の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 具 体 的 に 説 明 す れ ば 、 前 後 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 長 尺 な 横 向 き の  
外 縁 用 案 内 レ ー ル １ と 平 行 な 第 １ の 直 線 領 域 ３ ａ と 、 こ の 第 １ の 直 線 部 ３ ａ の 両 端 に そ れ  
ぞ れ 曲 線 領 域 ３ ｃ を 介 し て 連 続 さ せ た 第 ２ の 直 線 領 域 ３ ｂ と を 備 え た も の で 、 第 ２ の 直 線  
領 域 ３ ｂ は 第 １ の 直 線 領 域 ３ ａ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 第 ２  
の 直 線 領 域 ３ ｂ は 、 対 応 す る 縦 向 き 外 縁 用 案 内 レ ー ル ２ の 内 側 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 さ れ  
て い る 。 第 ２ の 直 線 領 域 ３ ｂ と 対 応 す る 外 縁 用 案 内 レ ー ル ２ と の 接 近 度 合 は 、 各 案 内 レ ー  
ル ２ 、 ３ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ ル ５ 同 士 が 干 渉 し な い こ と を 条 件 と し て 、 相 互 の 離 間 距  
離 が 可 及 的 に 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 縦 向 き の 外 縁 用 案 内 レ ー ル ２ と 平 行 な  
第 １ の 直 線 領 域 ４ ａ と 、 こ の 第 １ の 直 線 領 域 ４ ａ の 両 端 に そ れ ぞ れ 曲 線 領 域 ４ ｃ を 介 し て  
連 続 さ せ た 第 ２ の 直 線 領 域 ４ ｂ と を 備 え た も の で 、 第 ２ の 直 線 領 域 ４ ｂ は 第 １ の 直 線 領 域  
４ ａ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 第 ２ の 直 線 領 域 ４ ｂ は 、 対 応 す  
る 横 向 き 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ の 内 側 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 さ れ て い る 。 第 ２ の 直 線 領 域 ４  
ａ と 対 応 す る 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ と の 接 近 度 合 は 、 各 案 内 レ ー ル １ 、 ４ に 支 持 さ れ た 仕 切  
り パ ネ ル ５ 同 士 が 干 渉 し な い こ と を 前 提 と し て 、 案 内 レ ー ル １ 、 ４ 相 互 の 離 間 距 離 が 可 及  
的 に 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 横 方 向 に 延 び る 横 向 き 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ の 長 さ を ４ モ ジ ュ ー ル （  
例 え ば 、 １ モ ジ ュ ー ル が ３ ６ ０ ０ ｍ ｍ ） と す る と と も に 、 縦 方 向 に 延 び る 縦 向 き 外 縁 用 案  
内 レ ー ル ２ の 長 さ を ２ モ ジ ュ ー ル に 設 定 し て お り 、 各 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ に 支 持 さ  
れ た 仕 切 り パ ネ ル ５ の 巾 寸 法 を そ れ ぞ れ ９ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 と し て い る 。 そ し て 、 前 後 区 画 用  
案 内 レ ー ル ３ の 左 右 方 向 寸 法 は 、 ４ モ ジ ュ ー ル 弱 に 設 定 さ れ 、 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ の  
前 後 方 向 寸 法 は 、 ２ モ ジ ュ ー ル 弱 に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 各 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ 、 ４  
の 曲 線 領 域 ３ ｃ 、 ４ ｃ の 曲 率 半 径 は 、 仕 切 り パ ネ ル ５ の 巾 寸 法 と 同 程 度 、 す な わ ち 、 ９ ０  
０ ｍ ｍ 前 後 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ ら の 具 体 的 寸 法 は 一 例 で あ り 、 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３  
、 ４ の 長 さ や 仕 切 り パ ネ ル ５ の 大 き さ 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 可 能 な も の で あ る 。 な お 、 本 実  
施 形 態 で は 前 述 し た よ う に 仕 切 り パ ネ ル ５ の 巾 寸 法 を そ れ ぞ れ ９ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 し て  
い る が 、 仕 切 り パ ネ ル ５ の 巾 寸 法 は 例 え ば ７ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で 任 意 に 設 定 し て  
よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ 、 ２ と 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ 、 ４ は 、 平 面 視 に お け る 長 さ 寸 法 や 配 置  
パ タ ー ン が 異 な る だ け で あ り 、 基 本 的 に 同 じ 断 面 形 状 を な す 床 レ ー ル Ｆ Ｒ 及 び 天 井 レ ー ル  
Ｃ Ｒ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 詳 述 す れ ば 、 前 述 し た 各 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ は 、 仕 切 り パ ネ ル ５ を 受 止 め 支 持 し  
つ つ 案 内 す る 床 レ ー ル Ｆ Ｒ を 主 体 に 構 成 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 に お  
け る 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ は 、 仕 切 り パ ネ ル ５ を そ の 荷 重 を 支 持 し つ つ 案 内 す る 床 レ  
ー ル Ｆ Ｒ を 主 体 と す る も の で 、 こ の 床 レ ー ル Ｆ Ｒ の 真 上 に 当 該 床 レ ー ル Ｆ Ｒ と 同 じ 案 内 パ  
タ ー ン を 有 し 仕 切 り パ ネ ル ５ の 厚 み 方 向 の 傾 き や 転 動 を 防 止 す る 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ が 設 け ら  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 床 レ ー ル Ｆ Ｒ は 、 例 え ば 、 Ｏ Ａ フ ロ ア ー 等 と 称 さ れ る 二 重 床 ６ 上 に 配 さ れ た も の で あ る  
。 こ の 二 重 床 ６ は 、 図 ５ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 建 築 床 Ｆ 上 に 複 数 の 支 持 脚 ６ １ を 介 し て  
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床 パ ネ ル ６ ２ を 敷 設 し 、 そ の 床 パ ネ ル ６ ２ 上 に カ ー ペ ッ ト ６ ３ を 敷 き 詰 め た 通 常 の も の で  
あ る 。 こ の 実 施 形 態 の 床 レ ー ル Ｆ Ｒ は 、 か か る 二 重 床 ６ の 床 パ ネ ル ６ ２ の 上 に 止 着 さ れ た  
も の で 、 レ ー ル 本 体 Ｆ Ｒ １ は カ ー ペ ッ ト ６ ３ の 切 れ 目 を 通 し て 外 部 に 露 出 す る よ う に 配 設  
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 床 レ ー ル Ｆ Ｒ は 、 上 方 に 開 口 す る チ ャ ン ネ ル 状 の レ ー ル 本 体 Ｆ Ｒ  
１ と 、 こ の レ ー ル 本 体 Ｆ Ｒ １ の 底 部 か ら 外 側 方 に 延 出 さ せ た 薄 い フ ラ ン ジ 部 Ｆ Ｒ ２ と を 一  
体 に 備 え た も の で 、 フ ラ ン ジ Ｆ Ｒ ２ 部 を 皿 ビ ス 等 に よ り 床 パ ネ ル ６ ２ に 止 着 す る こ と に よ  
っ て 、 二 重 床 ６ に 取 着 さ れ て い る 。 レ ー ル 本 体 Ｆ Ｒ １ の 高 さ 寸 法 は 、 カ ー ペ ッ ト ６ ３ の 厚  
み 寸 法 に 近 い 値 に 設 定 さ れ て い る た め 、 フ ラ ン ジ 部 Ｆ Ｒ ２ が 薄 い こ と と 相 ま っ て 、 床 レ ー  
ル Ｆ Ｒ の 開 口 端 は 、 カ ー ペ ッ ト ６ ３ の 切 れ 目 か ら 外 部 に 目 立 つ こ と な く 露 出 す る よ う に な  
っ て い る 。 床 レ ー ル Ｆ Ｒ は 、 押 出 成 形 に よ り 一 体 に 作 ら れ た も の で あ り 、 そ の 開 口 端 に は  
、 凹 陥 溝 Ｆ Ｒ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ は 、 例 え ば 、 ア ル ミ 押 出 材 製 の も の で 、 下 方 に 開 口 す る チ ャ ン ネ ル 状 を  
な し て い る 。 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ は 、 天 井 材 ７ の 下 面 に 添 接 さ れ た 通 常 の も の で 、 懸 吊 具 Ｃ Ｒ  
１ を 介 し て 図 示 し な い 天 井 構 造 材 に 懸 吊 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 仕 切 り パ ネ ル ５ は 、 正 面 視 長 方 形 状 の パ ネ ル 本 体 ５ １ を 備 え た も の で 、 そ の 底 部 に 、 床  
レ ー ル Ｆ Ｒ に 沿 っ て 転 動 す る 複 数 の 車 輪 ５ ２ を 首 振 り 可 能 に 設 け て い る と と も に 、 頂 部 に  
天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ に 案 内 さ れ る 複 数 の 水 平 回 転 ロ ー ラ ５ ３ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 パ ネ ル 本 体 ５ １ は 、 左 右 の 側 枠 ５ ４ と 、 両 側 枠 ５ ４ の 上 端 間 に 架 設 さ れ た 上 枠 ５ ５ と 、  
両 側 枠 ５ ４ の 下 端 間 に 架 設 さ れ た 下 枠 ５ ６ と 、 こ れ ら 上 枠 ５ ５ 及 び 下 枠 ５ ６ の 間 に 位 置 さ  
せ て 両 側 枠 ５ ４ 間 に そ れ ぞ れ 架 設 さ れ た 上 中 間 枠 ５ ７ 及 び 下 中 間 枠 ５ ８ と を 備 え た も の で  
あ る 。 上 枠 ５ ５ と 上 中 間 枠 ５ ７ と の 間 、 及 び 、 下 枠 ５ ６ と 下 中 間 枠 ５ ８ と の 間 は 、 そ れ ぞ  
れ 空 間 ５ ｓ が 形 成 さ れ て お り 、 上 中 間 枠 ５ ７ と 下 中 間 枠 ５ ８ と の 間 に だ け 面 板 ５ ９ が 装 着  
さ れ て い る 。 面 板 ５ ９ と し て は 、 ホ ワ イ ト ボ ー ド 、 木 目 調 の ボ ー ド 、 あ る い は 、 金 属 板 を  
網 目 状 に 成 型 し た エ キ ス パ ン ド メ タ ル 等 が 使 用 可 能 で あ り 、 前 述 し た 以 外 の 材 料 を 利 用 し  
て 形 成 し て も も ち ろ ん よ い 。 さ ら に 、 面 板 ５ ９ を 省 略 し て も よ い 。 そ の 場 合 、 上 中 間 枠 ５  
７ と 下 中 間 枠 ５ ８ と の 間 に １ 本 ま た は 複 数 本 の 横 桟 を 設 け 、 こ の 横 桟 に ホ ワ イ ト ボ ー ド パ  
ネ ル そ の 他 の オ プ シ ョ ン 部 材 を 掛 け る こ と が で き る よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 枠 ５ ５ は 、 角 柱 パ イ プ 状 の も の で あ り 、 両 端 近 傍 部 に 前 述 し た 水 平 回 転 ロ ー ラ ５ ３ を  
有 す る 転 倒 抑 止 具 ５ ５ １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 転 倒 抑 止 具 ５ ５ １ は 、 上 枠 ４ ４ 内 に  
配 設 さ れ 上 下 対 を な す 軸 受 け ５ ５ ５ を 有 す る 基 体 ５ ５ ２ と 、 こ の 基 体 ５ ５ ２ の 上 下 の 軸 受  
け ５ ５ ５ に ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 さ れ た 鉛 直 軸 ５ ５ ３ と 、 こ の 鉛 直 軸 ５ ５ ３ の 上 端 部 に 枢 着  
さ れ た 水 平 回 転 ロ ー ラ ５ ３ と 、 こ の 水 平 回 転 ロ ー ラ ５ ３ を 鉛 直 軸 ５ ５ ３ と と も に 上 方 に 弾  
性 付 勢 す る ス プ リ ン グ ５ ５ ４ と を 備 え た も の で あ る 。 鉛 直 軸 ５ ５ ３ の 上 端 部 と 水 平 回 転 ロ  
ー ラ ５ ３ は 、 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ 内 に 配 さ れ 、 こ の 水 平 回 転 ロ ー ラ ５ ３ が 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ の 内  
側 面 の い ず れ か に 選 択 的 に 転 接 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 下 枠 ５ ６ は 、 上 端 部 を 折 り 返 し た 板 状 の 素 材 に よ り 構 成 さ れ た 前 後 一 対 の 面 板 ５ ６ ０ の  
上 端 間 を 天 井 板 ５ ６ ５ を 介 し て 接 続 し て な る 下 方 に 開 放 さ れ た チ ャ ン ネ ル 状 の も の で あ り  
、 両 端 近 傍 部 に 前 述 し た 車 輪 ５ ２ を 有 す る 自 在 戸 車 ５ ６ １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 自  
在 戸 車 ５ ６ １ は 、 取 付 高 さ 調 整 用 の ラ イ ナ ー ５ ６ ４ 及 び 雄 ネ ジ ５ ６ ９ を 介 し て 下 枠 ５ ６ の  
天 井 板 ５ ６ ５ に 止 着 さ れ た ベ ー ス ５ ６ ２ と 、 こ の ベ ー ス ５ ６ ２ に ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ５ ６  
６ を 介 し て 取 り 付 け ら れ 取 付 軸 ５ ６ ７ の 軸 心 周 り に 回 動 可 能 な 首 振 り フ レ ー ム ５ ６ ３ と 、  
こ の 首 振 り フ レ ー ム ５ ６ ３ に 軸 着 さ れ た 車 輪 ５ ２ と を 備 え た も の で 、 そ の 車 輪 ５ ２ が 床 レ  
ー ル Ｆ Ｒ の 凹 陥 溝 Ｆ Ｒ ａ に 転 動 可 能 に 係 合 さ せ て あ る 。 床 レ ー ル の 凹 陥 溝 Ｆ Ｒ ａ は 、 例 え  
ば 、 上 方 に 向 か っ て 漸 次 開 口 幅 が 拡 大 す る 断 面 V 字 形 の も の で あ り 、 車 輪 ５ ２ は 、 外 周 部  
が 凹 陥 溝 Ｆ Ｒ ａ に 係 合 す る 形 状 を な し て い る 。 首 振 り フ レ ー ム ５ ６ ３ は 、 車 輪 ５ ２ の 進 行  
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方 向 両 側 に お い て 床 レ ー ル Ｆ Ｒ に 係 り 合 う 誘 導 要 素 ５ ６ ８ を 備 え て お り 、 こ れ ら 誘 導 要 素  
５ ６ ８ が 床 レ ー ル Ｆ Ｒ を ト レ ー ス す る こ と に よ り 車 輪 ５ ２ が 床 レ ー ル Ｆ Ｒ か ら 脱 線 し な い  
方 向 に 逐 次 首 振 動 作 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 自 在 戸 車 ５ ６ １ に は 下 枠 ５ ６ の  
長 手 方 向 中 央 側 に 向 け て 突 出 す る 回 り 止 め 板 ５ ６ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 流 通 時 に は 自 在 戸  
車 ５ ６ １ の 回 り 止 め を 行 う べ く 回 り 止 め ね じ ５ ６ Ｂ を 下 枠 ５ ６ の 天 井 板 ５ ６ ５ 及 び 回 り 止  
め 板 ５ ６ Ａ の 切 欠 き 部 ５ ６ Ｃ を 貫 通 さ せ た 状 態 と し て い る が 、 使 用 時 に は こ の 回 り 止 め ね  
じ ５ ６ Ｂ は 取 り 外 さ れ る 。 図 ６ 及 び 図 ８ で は こ の 回 り 止 め ね じ ５ ６ Ｂ を 想 像 線 に よ り 示 し  
て い る 。 ま た 、 取 付 高 さ 調 整 用 の ラ イ ナ ー ５ ６ ４ の 枚 数 は 天 井 や 床 面 の 不 陸 等 そ の 他 に 対  
応 し て 任 意 に 設 定 し て よ く 、 ラ イ ナ ー ５ ６ ４ を 設 け な い （ ラ イ ナ ー ５ ６ ４ が ０ 枚 で あ る ）  
よ う に し て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 図 ２ は 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ３ は 同 実  
ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ に よ る ゾ ー ニ ン グ の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ４ は 本 実 施 形 態 の  
仕 切 り パ ネ ル ５ を 示 す 正 面 図 で あ る 。 図 ５ は 図 ４ に お け る Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り  
、 上 枠 ５ ５ と 上 中 間 枠 ５ ７ と の 中 間 部 分 、 上 中 間 枠 ５ ７ と 下 中 間 枠 ５ ８ と の 中 間 部 分 、 及  
び 下 中 間 枠 ５ ８ と 下 枠 ５ ６ と の 中 間 部 分 は 省 略 し て 示 し て い る 。 図 ６ は 図 ４ に お け る Ｂ 部  
拡 大 図 で あ る 。 な お 、 図 ４ 及 び 図 ６ に お い て は 、 床 レ ー ル Ｆ Ｒ 及 び 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ を 想 像  
線 に よ り 示 し て い る 。 ま た 、 図 ６ で は 、 自 在 戸 車 ５ ６ １ を わ か り や す く 示 す べ く 、 下 枠 ５  
６ の 前 面 を 形 成 す る 部 分 を 破 断 し て い る 。 図 ７ は 図 ５ に お け る Ｃ 部 拡 大 図 で あ り 、 図 ８ は  
図 ５ に お け る Ｄ 部 拡 大 図 で あ る 。 そ し て 、 図 ９ は 案 内 レ ー ル 、 よ り 具 体 的 に は 床 レ ー ル Ｆ  
Ｒ の 曲 線 領 域 及 び 仕 切 り パ ネ ル ５ を 示 す 概 略 図 で あ る 。 ま た 、 各 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、  
４ を 構 成 す る 床 レ ー ル Ｆ Ｒ 及 び 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ は そ れ ぞ れ 基 本 的 に 同 じ 断 面 形 状 を な す も  
の で あ り 、 仕 切 り パ ネ ル ５ は 同 一 の 態 様 で 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る た め 、 以 上 の 説 明 及  
び 図 ４ ～ ９ に お い て は 、 床 レ ー ル に は 符 号 Ｆ Ｒ 、 天 井 レ ー ル に は 符 号 Ｃ Ｒ の み を 付 し て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 い で 、 こ の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ の 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 第 １ 実 施 形 態 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ で は 、 各 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、  
４ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ ル ５ は 、 対 応 す る 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ （ 床 レ ー ル Ｆ Ｒ と  
天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ ） に 沿 っ て 自 在 に 幅 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る が 、 他 の 案 内 レ ー ル １  
、 ２ 、 ３ 、 ４ に 移 行 さ せ る こ と は で き な い 。 こ の 点 は 、 従 来 の も の と 同 様 で あ る が 、 本 ゾ  
ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ で は 、 特 定 の 案 内 レ ー ル ３ 、 ４ の 一 部 の み を 他 の 案 内 レ ー ル １ 、 ２  
の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る た め 、 従 来 の も の に 比 べ て ゾ ー ニ ン グ の 自 由 度 を 効  
果 的 に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 本 ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ に よ れ ば 、 特 定 の 案 内 レ ー ル ３ 、 ４ に 支 持 さ れ て  
い る 仕 切 り パ ネ ル ５ を 、 他 の 案 内 レ ー ル １ 、 ２ の 一 部 に 平 行 に 接 近 さ せ て い る 部 位 に 移 動  
さ せ る こ と に よ っ て 、 当 該 仕 切 り パ ネ ル ５ に 、 あ た か も 他 の 案 内 レ ー ル １ 、 ２ に 乗 り 移 っ  
た か の よ う な 配 置 を 採 ら せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ の た め 、 案 内 レ ー ル を ポ イ ン ト を 介 し  
て 接 続 し て い る の と 同 じ よ う な パ ネ ル 配 置 の 自 由 度 が 生 ま れ る 。 図 を 参 照 し て 具 体 的 に 説  
明 す れ ば 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 対 応 し た 従 来 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ ０ を 示 し て い る  
。 比 較 例 で あ る こ の 従 来 シ ス テ ム は 、 平 面 視 長 方 形 状 に 配 さ れ た ４ 本 の 外 縁 用 案 内 レ ー ル  
Ｊ １ 、 Ｊ ２ と 、 こ れ ら 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｊ １ 、 Ｊ ２ に よ り 囲 ま れ る 空 間 Ｓ 内 を 前 後 （ 平 面  
視 に お い て 上 下 ） に ２ 分 割 す る １ 本 の 前 後 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｊ ３ と 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｊ  
１ 、 Ｊ ２ に よ り 囲 ま れ る 空 間 Ｓ ０ 内 を 左 右 に ４ 分 割 す る ３ 本 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｊ ４  
と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 長 尺 な ２ 本 の 横 向 き の 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｊ １ に ８ 枚 の 仕  
切 り パ ネ ル Ｊ ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ る と と も に 、 ２ 本 の 縦 向 き の 外 縁 用 案 内 レ  
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ー ル Ｊ ２ に ４ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｊ ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ て い る 。 ま た 、 前 後 区  
画 用 案 内 レ ー ル Ｊ ３ に は 、 ４ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｊ ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ る と と  
も に 、 各 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｊ ４ に は 、 ２ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｊ ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に  
支 持 さ せ て あ る 。 全 て の 案 内 レ ー ル Ｊ １ 、 Ｊ ２ 、 Ｊ ３ 、 Ｊ ４ は 直 線 状 の も の で あ り 、 交 差  
点 で 各 仕 切 り パ ネ ル Ｊ ５ は 係 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 比 較 例 で は 、 各 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｊ １ 、 Ｊ ２ に 支 持 さ れ た パ ネ ル Ｊ ５ や 、 各  
区 画 用 案 内 レ ー ル Ｊ ３ 、 Ｊ ４ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ ル Ｊ ５ は 、 対 応 す る 案 内 レ ー ル Ｊ １  
、 Ｊ ２ 、 Ｊ ３ 、 Ｊ ４ に 沿 っ て 直 線 的 に し か 移 動 で き な い 。 そ の た め 、 こ の 比 較 例 で は 、 図  
１ （ ａ ） に 示 す よ う に 全 空 間 を ８ つ の 小 エ リ ア Ｊ Ａ １ に 区 画 す る か 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ  
う に ２ つ の 小 エ リ ア Ｊ Ａ １ と ３ つ の 中 エ リ ア Ｊ Ａ ２ に 区 切 る か 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に  
４ つ の 小 エ リ ア Ｊ Ａ １ と ２ つ の 中 エ リ ア Ｊ Ａ ２ に 区 画 す る よ う な 形 態 変 化 に は 対 応 す る こ  
と が で き る が 、 全 空 間 を １ つ ま た は ２ つ の 大 き な エ リ ア に 区 成 す る よ う な こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ に よ れ ば 、 区 画 用  
案 内 レ ー ル ３ 、 ４ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ ル ５ は 、 仕 切 り 機 能 を 発 揮 し 得 る 位 置 に 設 置 す  
る こ と が で き る だ け で な く 、 案 内 レ ー ル ３ 、 ４ の 曲 線 領 域 ３ ｃ 、 ４ ｃ で 方 向 転 換 を さ せ る  
こ と に よ っ て 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ 、 ２ に 沿 っ た 位 置 に 退 避 さ せ る こ と も で き る 。 そ の た め  
、 従 来 例 に お い て 可 能 な エ リ ア 分 け は 全 て 実 現 す る こ と が で き る 上 に 、 さ ら に 、 全 空 間 を  
１ つ 又 は ２ つ の 大 き な エ リ ア に 分 け る 等 、 エ リ ア 変 更 の 自 由 度 を 飛 躍 的 に 高 め る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 図 ３ （ ａ ） は 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル １ 、 ２ に 囲 ま れ た 全 空 間 Ｓ を ８ つ の 小 エ リ  
ア Ａ １ （ １ 辺 が １ モ ジ ュ ー ル の 正 方 形 の エ リ ア ） に 分 け た も の で 、 従 来 で も 可 能 な 態 様 で  
あ る が 、 図 ３ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 、 本 実 施 形 態 特 有 の エ リ ア 分 け で あ り 、 従 来 シ ス  
テ ム で は 不 可 能 な 態 様 例 で あ る 。 す な わ ち 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 前 後 区 画 用 案 内 レ ー ル ３ に 支  
持 さ れ る 全 て の 仕 切 り パ ネ ル ５ を 、 当 該 案 内 レ ー ル ３ の 第 １ の 直 線 領 域 ３ ａ か ら 曲 線 領 域  
３ ｃ を 通 過 さ せ て 第 ２ の 直 線 領 域 ３ ｂ に 退 避 さ せ た も の で あ る 。 第 ２ の 直 線 領 域 ３ ｂ に 退  
避 さ せ た 仕 切 パ ネ ル ５ は 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル ２ 上 に 移 行 し た か の よ う な 姿 勢 で 保 持 さ れ る  
こ と に な り 、 全 空 間 Ｓ は 、 前 後 に 仕 切 ら れ て い な い ４ つ の 中 エ リ ア Ａ ２ （ 短 辺 が １ モ ジ ュ  
ー ル で 長 辺 が ２ モ ジ ュ ー ル の 長 方 形 の エ リ ア ） に 区 画 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ （ ｃ ） は 、 図 ３ （ ｂ ） の 状 態 か ら さ ら に ２ 本 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ 上 の 仕 切 り  
パ ネ ル ５ を 、 第 １ の 直 線 領 域 ４ ａ か ら 曲 線 領 域 ４ ｃ を 通 過 さ せ て 第 ２ の 直 線 領 域 ４ ｂ に 退  
避 さ せ た も の で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 全 空 間 Ｓ が 、 仕 切 り パ ネ ル ５ を 第 １ の 直 線 領 域 ４ ａ  
に 残 し た 中 央 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ を 境 に し て 、 ２ つ の 大 エ リ ア Ａ ３ （ １ 辺 が ２ モ ジ  
ュ ー ル の 正 方 形 の エ リ ア ） に 区 画 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ （ ｄ ） は 、 図 ３ （ ｃ ） の 状 態 か ら さ ら に 中 央 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ４ 上 の 仕 切 り  
パ ネ ル ５ を も 、 第 １ の 直 線 領 域 ４ ａ か ら 曲 線 領 域 ４ ｃ を 通 過 さ せ て 第 ２ の 直 線 領 域 ４ ｂ に  
退 避 さ せ た も の で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 全 空 間 Ｓ に 、 仕 切 り の な い 単 一 の 特 大 エ リ ア Ａ ４  
（ 長 辺 が ４ モ ジ ュ ー ル で 短 辺 が ２ モ ジ ュ ー ル の 長 方 形 を な す エ リ ア ） が 形 成 さ れ る こ と に  
な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 図 ３ （ ｄ ） の 状 態 か ら 、 例 え ば 前 後 区 画 用 案 内 レ  
ー ル ３ の 第 １ の 直 線 領 域 ３ ａ に 仕 切 り パ ネ ル ５ を 復 帰 さ せ る こ と に よ っ て 、 全 空 間 Ｓ を 二  
つ の 横 長 な エ リ ア （ 長 辺 が ４ モ ジ ュ ー ル で 短 辺 が １ モ ジ ュ ー ル の エ リ ア ） に 区 画 す る こ と  
が で き 、 ま た 、 図 ３ （ ｃ ） の 状 態 に 代 え て 、 他 の 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル に の み 仕 切 り パ ネ  
ル を 残 す こ と に よ っ て 、 全 空 間 Ｓ を 縦 辺 が ２ モ ジ ュ ー ル で 横 辺 が １ モ ジ ュ ー ル の エ リ ア と  
、 縦 辺 が ２ モ ジ ュ ー ル で 横 辺 が ３ モ ジ ュ ー ル の エ リ ア と に 区 画 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に 係 る ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ に よ れ ば 、 従 来 の シ ス テ ム に 比 べ て エ  
リ ア 変 更 の 自 由 度 が 飛 躍 的 に 高 ま る も の で あ る 。 し か も 、 本 ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ １ は 、  
各 案 内 レ ー ル １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ が 相 互 に 独 立 し て お り 、 ポ イ ン ト 等 を 介 し て 案 内 レ ー ル 同 士  
を 接 続 す る も の で は な い た め 、 構 造 の 複 雑 化 を 抑 制 す る こ と が で き る と と も に 、 パ ネ ル 移  
動 操 作 の 煩 雑 さ を 招 く こ と も な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ＜ 第 ２ 実 施 形 態 （ 図 １ ０ ～ 図 １ １ ） ＞
　 第 ２ 実 施 形 態 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ ２ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 縦 ２ モ ジ ュ  
ー ル 、 横 １ モ ジ ュ ー ル の 空 間 Ｓ ２ を 囲 繞 す る １ 本 の 連 続 し た 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ と 、 空  
間 Ｓ 内 に 配 さ れ た １ 本 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ と を 備 え た も の で 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １  
に 、 複 数 、 例 え ば ６ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持 さ せ る と と も に 、 区  
画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ に 、 複 数 、 例 え ば ２ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ を そ れ ぞ れ 移 動 可 能 に 支 持  
さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ は 、 空 間 Ｓ ２ を 介 し て 左 右 に 対 向 す る 一 対 の 第 １ の 直 線 領 域 Ｋ １  
ａ と 、 空 間 Ｓ ２ を 介 し て 前 後 に 対 向 す る 一 対 の 第 ２ の 直 線 領 域 Ｋ １ ｂ と 、 こ れ ら 第 １ 、 第  
２ の 直 線 領 域 Ｋ １ ａ 、 Ｋ １ ｂ の 端 部 同 士 を そ れ ぞ れ 滑 ら か に 連 続 さ せ る ４ つ の 曲 線 領 域 Ｋ  
１ ｃ と を 備 え た も の で あ る 。 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ は 、 空 間 Ｓ ２ を 前 後 に 区 画 す る 第 １ の  
直 線 領 域 Ｋ ３ ａ と 、 こ の 第 １ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ａ の 端 部 に 曲 線 領 域 Ｋ ３ ｃ を 介 し て 滑 ら か に  
連 続 す る 第 ２ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ｂ と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ の  
第 ２ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ｂ の み （ 特 定 の 案 内 レ ー ル の 一 部 の み ） を 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ の  
第 １ の 直 線 領 域 Ｋ １ ａ の 片 半 部 （ 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 ） に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ 及 び 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 床 レ ー ル  
Ｆ Ｒ の 上 方 に 同 じ 案 内 パ タ ー ン を 有 す る 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ を 配 し た も の で よ い 。 仕 切 り パ ネ  
ル Ｋ ５ も 前 述 し た 仕 切 り パ ネ ル ５ と 同 じ 構 成 の も の で よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 の も の で あ れ ば 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５  
は 、 仕 切 り 機 能 を 発 揮 し 得 る 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る だ け で な く 、 案 内 レ ー ル Ｋ ３ の  
曲 線 領 域 Ｋ ３ ｃ で 方 向 転 換 を さ せ る こ と に よ っ て 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ に 沿 っ た 位 置 に 退  
避 さ せ る こ と も で き る 。 そ の た め 、 仕 切 り パ ネ ル を 方 向 転 換 さ せ る こ と が で き な い 従 来 の  
も の に 比 べ て 、 エ リ ア 変 更 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ １ （ ａ ） は 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ に ６ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ を 概 ね 均 等 に 間 隔 を  
空 け て 支 持 さ せ る と と も に 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ の 第 １ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ａ に ２ 枚 の 仕 切  
り パ ネ ル Ｋ ５ を 配 し た も の で あ り 、 空 間 Ｓ ２ が 、 一 辺 １ モ ジ ュ ー ル の 正 方 形 を な す ２ つ の  
小 エ リ ア Ａ １ １ に 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ １ （ ｂ ） は 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ の 片 半 部 に ６ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ を 集 中 さ せ  
て い る 。 そ し て 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ に 支 持 さ れ た ２ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ の 内 、 一 方  
を 第 １ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ａ に 残 す と と も に 、 他 方 を 第 ２ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ｂ に 退 避 さ せ て い る  
。 そ れ に よ り 、 空 間 Ｓ ２ の 片 半 部 に だ け 一 辺 １ モ ジ ュ ー ル の 正 方 形 を な す 小 エ リ ア Ａ １ １  
を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ １ （ ｃ ） は 、 図 １ １ （ ａ ） の 状 態 か ら 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ の 第 １ の 直 線 領 域 Ｋ  
３ ａ の 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ を 第 ２ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ｂ に 退 避 さ せ た も の で あ り 、 空 間 Ｓ ２ に 相  
当 す る 大 き な エ リ ア Ａ １ ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ １ （ ｄ ） は 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ ル Ｋ ５ を 第 １ の 直 線 領  
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域 Ｋ １ ａ の 一 方 に 集 中 さ せ る と と も に 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ に 支 持 さ れ た ２ 枚 の 仕 切 り  
パ ネ ル Ｋ ５ を 一 方 の 第 ２ の 直 線 領 域 Ｋ ３ ｂ に 退 避 さ せ た も の で あ り 、 空 間 Ｓ ２ を 開 放 し て  
い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ ２ に お い て も 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｋ ３ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ  
ネ ル Ｋ ５ を 、 あ た か も 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｋ １ 上 に 移 行 さ せ た か の よ う な 位 置 に 退 避 さ せ る  
こ と が で き る た め 、 図 １ １ に 一 部 の 例 を 示 し た よ う に 種 々 の ゾ ー ニ ン グ が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ＜ 第 ３ 実 施 形 態 （ 図 １ ２ ～ 図 １ ３ ） ＞
　 第 ３ 実 施 形 態 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ ３ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 直 交 す る 建 築 壁 Ｗ １  
、 Ｗ ２ と 共 同 し て コ ー ナ ー の 空 間 Ｓ ３ を ゾ ー ニ ン グ す る よ う に 構 成 さ れ た も の で 、 外 縁 用  
案 内 レ ー ル Ｌ １ と 、 ２ 本 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ 、 Ｌ ４ と を 備 え た も の で あ る 。 外 縁 用 案  
内 レ ー ル Ｌ １ に は 複 数 の 、 例 え ば ４ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｌ ５ が 移 動 可 能 に 支 持 さ せ て あ り 、  
一 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ に は 複 数 の 、 例 え ば ３ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル Ｌ ５ が 移 動 可 能 に 支  
持 さ せ て あ り 、 他 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ４ に は 複 数 の 、 例 え ば ２ 枚 の 仕 切 り パ ネ ル が 移  
動 可 能 に 支 持 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｌ １ は 、 空 間 Ｓ ３ を 介 し て 一 方 の 建 築 壁 Ｗ １ に 対 向 す る 第 １ の 直 線 領  
域 Ｌ １ ａ と 、 空 間 Ｓ ３ を 介 し て 他 方 の 建 築 壁 Ｗ ２ に 対 向 す る 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ １ ｂ と 、 こ  
れ ら 第 １ 、 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ １ ａ 、 Ｌ １ ｂ の 端 部 同 士 を そ れ ぞ れ 滑 ら か に 連 続 さ せ る 曲 線  
領 域 Ｌ １ ｃ と を 備 え た も の で あ る 。 一 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ は 、 空 間 Ｓ ３ を 前 後 に 区  
画 す る 第 １ の 直 線 領 域 Ｌ ３ ａ と 、 こ の 第 １ の 直 線 領 域 Ｌ ３ ａ の 端 部 に 曲 線 領 域 Ｌ ３ ｃ を 介  
し て 滑 ら か に 連 続 す る 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ ３ ｂ と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 区 画 用 案 内  
レ ー ル Ｌ ３ の 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ ３ ｂ の み （ 特 定 の 案 内 レ ー ル の 一 部 の み ） を 、 外 縁 用 案 内  
レ ー ル Ｌ １ の 第 １ の 直 線 領 域 Ｌ １ ａ の 一 部 （ 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 ） に 平 行 に 接 近 さ せ て  
配 し て い る 。 他 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ４ は 、 空 間 Ｓ の 一 部 を 左 右 に 区 画 す る 第 １ の 直 線  
領 域 Ｌ ４ ａ と 、 こ の 第 １ の 直 線 領 域 Ｌ ４ ａ の 両 端 部 に 曲 線 領 域 Ｌ ４ ｃ を 介 し て 滑 ら か に 連  
続 す る 対 を な す 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ ４ ｂ と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 区 画 用 案 内 レ ー ル  
Ｌ ４ の 一 方 の 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ ４ ｂ の み （ 特 定 の 案 内 レ ー ル の 一 部 の み ） を 、 外 縁 用 案 内  
レ ー ル Ｌ １ の 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ １ ｂ の 一 部 （ 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 ） に 平 行 に 接 近 さ せ て  
配 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｌ １ 及 び 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ 、 Ｌ ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 床  
レ ー ル Ｆ Ｒ の 上 方 に 同 じ 案 内 パ タ ー ン を 有 す る 天 井 レ ー ル Ｃ Ｒ を 配 し た も の で あ る 。 仕 切  
り パ ネ ル Ｌ ５ も 前 述 し た 仕 切 り パ ネ ル ５ と 同 じ 構 成 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 の も の で あ れ ば 、 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ 、 Ｌ ４ に 支 持 さ れ た 仕 切 り パ ネ  
ル Ｌ ５ は 、 仕 切 り 機 能 を 発 揮 し 得 る 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る だ け で な く 、 案 内 レ ー ル  
Ｌ ３ 、 Ｌ ４ の 曲 線 領 域 Ｌ ３ ｃ 、 Ｌ ４ ｃ で 方 向 転 換 を さ せ る こ と に よ っ て 外 縁 用 案 内 レ ー ル  
Ｌ １ に 沿 っ た 位 置 に 退 避 さ せ る こ と も で き る 。 そ の た め 、 仕 切 り パ ネ ル を 方 向 転 換 さ せ る  
こ と が で き な い 従 来 の も の に 比 べ て 、 エ リ ア 変 更 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ３ （ ａ ） は 、 一 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ に 支 持 さ れ て い る 全 て の 仕 切 り パ ネ ル Ｌ  
５ を 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｌ １ に 平 行 に 接 近 さ せ た 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ ３ ｂ に 退 避 さ せ る と と も  
に 、 他 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ４ に 支 持 さ れ て い る 全 て の 仕 切 り パ ネ ル Ｌ ５ を 当 該 区 画 用  
案 内 レ ー ル Ｌ ４ の 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｌ １ に 平 行 に 接 近 さ せ た 第 ２ の 直 線 領 域 Ｌ ４ ｂ に 退 避  
さ せ た も の で あ り 、 空 間 Ｓ に 相 当 す る 大 き な エ リ ア Ａ ２ １ を 形 成 し て い る 。 こ の 場 合 、 外  
縁 用 案 内 レ ー ル Ｌ １ に 支 持 さ れ て い る 仕 切 り パ ネ ル Ｌ ５ は 、 大 部 屋 と な る エ リ ア へ の 動 線  
や 囲 わ れ 感 な ど を 配 慮 し て 適 宜 な 位 置 に 移 動 さ せ て お け ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 図 １ ３ （ ｂ ） は 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す 状 態 か ら 、 一 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ の 第 ２ の  
直 線 領 域 Ｌ ３ ｂ に 退 避 さ せ て あ る 仕 切 り パ ネ ル を 、 当 該 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ３ の 第 １ の 直  
線 領 域 Ｌ ３ ａ に 復 帰 さ せ る こ と に よ っ て 空 間 Ｓ を 前 後 に 区 画 し た も の で あ り 、 当 該 空 間 Ｓ  
が 、 大 き な 中 部 屋 と な る エ リ ア Ａ ２ ２ と 、 小 さ な 中 部 屋 と な る エ リ ア Ａ ２ ３ と に 区 画 さ れ  
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ３ （ ｃ ） は 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す 状 態 か ら 、 他 方 の 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ４ の 第 ２ の  
直 線 領 域 Ｌ ４ ｂ に 退 避 さ せ て い た 仕 切 り パ ネ ル を 、 当 該 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｌ ４ の 第 １ の 直  
線 領 域 Ｌ ４ ａ に 復 帰 さ せ た も の で あ り 、 空 間 Ｓ が 、 大 き な 中 部 屋 と な る エ リ ア Ａ ２ ２ と 、  
二 つ の 小 部 屋 と な る エ リ ア Ａ ２ ４ と に 区 画 さ れ て い る 。 こ の 場 合 も 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｌ  
１ に 支 持 さ れ て い る 仕 切 り パ ネ ル Ｌ ５ は 、 中 部 屋 と な る エ リ ア Ａ ２ ２ や 小 部 屋 と な る エ リ  
ア Ａ ２ ４ へ の 動 線 等 を 配 慮 し て 適 宜 な 位 置 に 移 動 さ せ て お け ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ＜ そ の 他 の 実 施 態 様 ＞
　 な お 、 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、  
そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 は 、 特 定 の 案 内 レ ー ル の 一 部 の み を 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 に 平 行 に 接 近  
さ せ て 配 し て い る 点 を 必 須 の 発 明 特 定 事 項 と し て い る が 、 こ こ で い う 「 特 定 の 案 内 レ ー ル  
の 一 部 の み 」 や 「 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 」 は 、 必 ず し も 平 面 視 直 線 で な く て も よ く 、 例 え  
ば 、 平 面 視 曲 線 で あ っ て も よ い 。 図 １ ４ に 示 す ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ ４ は 、 平 面 視 円 弧 状  
を な す 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｍ １ と 、 こ の 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｍ １ に 囲 ま れ た 空 間 を 区 画 す る 区  
画 用 案 内 レ ー ル Ｍ ３ と を 備 え た も の で 、 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｍ １ お よ び 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｍ  
３ に そ れ ぞ れ 複 数 の 仕 切 り パ ネ ル Ｍ ５ を 移 動 可 能 に 支 持 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 区 画 用 案 内 レ ー ル Ｍ ３ は 、 空 間 Ｓ を 二 分 割 す る 直 線 領 域 Ｍ ３ ａ と 、 こ の 直 線 領 域 Ｍ ３ ａ  
の 端 部 に 小 円 弧 領 域 Ｍ ３ ｃ を 介 し て 滑 ら か に 連 続 し 外 縁 用 案 内 レ ー ル Ｍ １ に 沿 っ て 伸 び る  
大 円 弧 領 域 Ｍ ３ ｂ と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 以 上 の 実 施 形 態 は 、 「 特 定 の 案 内 レ ー ル 」 が 区 画 用 案 内 レ ー ル で あ り 、 「 他 の 案  
内 レ ー ル 」 が 外 縁 用 案 内 レ ー ル で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 必 ず し も こ の よ  
う な も の に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 「 特 定 の 案 内 レ ー ル 」 も 「 他 の 案 内 レ ー ル 」 も 区 画 用 案 内  
レ ー ル に す る な ど 、 種 々 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 案 内 レ ー ル は 、 外 縁 用 或 い は 区 画 用 に 限 ら れ た も の で も な く 、 例 え ば 、 図 １ ５  
に 示 す よ う な も の で あ っ て よ い 。 図 １ ５ に 示 す ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム Ｚ ５ で は 、 直 線 領 域 Ｎ  
１ ａ と 曲 線 領 域 Ｎ １ ｃ と を 有 す る ル ー プ 状 の 案 内 レ ー ル Ｎ １ を 複 数 備 え 、 各 案 内 レ ー ル Ｎ  
１ 上 に そ れ ぞ れ 複 数 の 仕 切 り パ ネ ル Ｎ ５ を 移 動 可 能 に 支 持 さ せ て い る も の で あ り 、 各 ル ー  
プ 状 案 内 レ ー ル Ｎ １ に お け る 他 の 隣 接 す る ル ー プ 状 案 内 レ ー ル Ｎ １ に 対 向 す る 一 辺 の 直 線  
領 域 Ｎ １ ａ の み （ 特 定 の 案 内 レ ー ル の 一 部 の み ） を 、 隣 接 す る ル ー プ 状 案 内 レ ー ル Ｎ １ の  
一 辺 の 直 線 領 域 Ｎ １ ａ （ 他 の 案 内 レ ー ル の 一 部 ） に 平 行 に 接 近 さ せ て 配 し て い る 。 こ の よ  
う な 構 成 の も の で あ っ て も 、 各 ル ー プ 状 案 内 レ ー ル ４ ０ １ に 複 数 の 仕 切 り パ ネ ル を 移 動 可  
能 に 支 持 さ せ て お け ば 、 空 間 を 種 々 の 形 態 の エ リ ア に 区 画 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 前 記 第 一 な い し 第 三 実 施 形 態 で は 、 案 内 レ ー ル が 仕 切 り パ ネ ル を 受 止 め 支 持 し つ  
つ 案 内 す る 床 レ ー ル を 主 体 に 構 成 さ れ た も の で あ る が 、 そ の 他 の 態 様 、 例 え ば 、 案 内 レ ー  
ル が 仕 切 り パ ネ ル を 懸 吊 支 持 し つ つ 案 内 す る 天 井 レ ー ル を 主 体 に 構 成 さ れ た も の で あ っ て  
も よ い 。 床 レ ー ル は 、 前 記 第 一 な い し 第 三 実 施 形 態 で は 二 重 床 の 上 に 敷 設 し て い る が 、 建  
築 床 面 に 直 接 敷 設 す る も の で あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 一 方 、 案 内 レ ー ル が 仕 切 り パ ネ ル を 受 止 め 支 持 し つ つ 案 内 す る 床 レ ー ル を 主 体 に 構 成 さ  
れ た も の に お い て も 、 仕 切 り パ ネ ル へ の 車 輪 の 取 付 態 様 は 前 記 第 一 な い し 第 三 実 施 形 態 に  
か か る も の 、 す な わ ち 床 レ ー ル に 沿 っ て 転 動 す る 複 数 の 車 輪 を パ ネ ル 本 体 の 底 部 に 首 振 り  
可 能 に 設 け て な る も の 以 外 の 種 々 の も の を 採 用 し て も よ い 。 但 し 、 前 記 第 一 な い し 第 三 実  
施 形 態 に か か る 構 成 で あ れ ば 、 車 輪 が 床 レ ー ル か ら 脱 線 し な い 方 向 に 逐 次 首 振 動 作 を 行 う  
こ と に よ っ て 、 仕 切 り パ ネ ル が 案 内 レ ー ル 上 を 安 定 し て 走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 仕 切 り パ ネ ル の 構 成 も 任 意 の も の を 採 用 し て よ い 。 す な わ ち 、 側 枠 、 上 枠 及 び  
下 枠 の 形 状 、 材 質 そ の 他 の 仕 様 は 任 意 に 設 定 し て よ く 、 ま た 、 上 枠 と 下 枠 と の 間 に 設 け る  
中 間 枠 を 設 け る か 否 か 、 設 け る 場 合 に は そ の 本 数 も 任 意 に 設 定 し て よ い 。 特 に 、 仕 切 り パ  
ネ ル の 下 枠 は 、 図 １ ６ を 参 照 し つ つ 以 下 に 述 べ る よ う な 構 成 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 下 枠 Ｘ ５ ６ は 、 以 下 の 点 で 前 述 し た 第 一 な い し 第 三 実 施 形 態 に 係 る 下 枠 ５ ６ と 異 な  
り 、 そ の 他 の 点 で は 同 一 の 構 成 を 有 し て い る 。 対 応 す る 部 位 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明  
を 省 略 す る 。 す な わ ち こ の 下 枠 Ｘ ５ ６ は 、 下 方 に 開 放 さ れ 上 面 に 左 右 に 述 べ る 凹 溝 Ｘ ５ ６  
ａ を 有 す る チ ャ ネ ル 状 の 下 枠 本 体 Ｘ ５ ６ ０ と 、 こ の 下 枠 本 体 Ｘ ５ ６ ０ の 凹 溝 Ｘ ５ ６ ａ の 下  
方 に 取 り 付 け ら れ 上 方 に 開 放 さ れ た チ ャ ネ ル 状 の 天 井 板 Ｘ ５ ６ ５ と を 剛 結 し て な る も の で  
あ り 、 両 端 近 傍 部 に 前 記 第 一 な い し 第 三 実 施 形 態 に 係 る も の と 同 様 な 車 輪 ５ ２ を 有 す る 自  
在 戸 車 ５ ６ １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ の 自 在 戸 車 ５ ６ １ も 、 第 一 な い し 第 三 実 施 形  
態 に 係 る も の と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る の で 、 対 応 す る 部 位 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明  
を 省 略 す る 。 こ こ で 、 図 １ ６ は 、 こ の 下 枠 Ｘ ５ ６ を 含 む 仕 切 り パ ネ ル の 下 端 部 を 示 す 図 ８  
に 対 応 す る 部 位 で 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ し て 、 各 案 内 レ ー ル に 支 持 さ せ る 仕 切 り パ ネ ル の 数 は 任 意 に 設 定 し て よ い 。 換 言 す れ  
ば 、 前 記 第 一 な い し 第 三 実 施 形 態 に か か る 構 成 で は 各 案 内 レ ー ル に そ れ ぞ れ 複 数 の 仕 切 り  
パ ネ ル が 支 持 さ せ て あ る が 、 い ず れ か １ つ 又 は 複 数 の 案 内 レ ー ル に は 仕 切 り パ ネ ル を １ つ  
だ け 支 持 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 加 え て 、 本 発 明 の ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム に よ り 区 画 す る 空 間 の 寸 法 及 び 形 状 は 任 意 の も の  
で あ っ て も よ く 、 特 定 の 案 内 レ ー ル に よ り 区 画 さ れ る エ リ ア の 数 及 び 形 状 も 任 意 の も の で  
あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 を 損 ね な い 範 囲 で 種 々 に 変 形 し て よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 Ｚ 、 Ｚ ２ ～ Ｚ ５ … ゾ ー ニ ン グ シ ス テ ム
　 ３ … 特 定 の 案 内 レ ー ル （ 前 後 区 画 用 案 内 レ ー ル ）
　 ４ … 特 定 の 案 内 レ ー ル （ 左 右 区 画 用 案 内 レ ー ル ）
　 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ … 直 線 領 域
　 ３ ｃ 、 ４ ｃ … 曲 線 領 域
　 １ 、 ２ … 他 の 案 内 レ ー ル （ 外 縁 用 案 内 レ ー ル ）
　 Ｋ ３ … 特 定 の 案 内 レ ー ル （ 区 画 用 案 内 レ ー ル ）
　 Ｋ ３ ａ 、 Ｋ ３ ｂ … 直 線 領 域
　 Ｋ ３ ｃ … 曲 線 領 域
　 Ｋ １ … 他 の 案 内 レ ー ル （ 外 縁 用 案 内 レ ー ル ）
　 Ｌ ３ 、 Ｌ ４ … 特 定 の 案 内 レ ー ル （ 区 画 用 案 内 レ ー ル ）
　 Ｌ ３ ａ 、 Ｌ ３ ｂ 、 Ｌ ４ ａ 、 Ｌ ４ ｂ … 直 線 領 域
　 Ｌ ３ ｃ 、 Ｌ ４ ｃ … 曲 線 領 域
　 Ｌ １ … 他 の 案 内 レ ー ル （ 外 縁 用 案 内 レ ー ル ）
　 Ｍ ３ … 特 定 の 案 内 レ ー ル
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　 Ｍ １ … 他 の 案 内 レ ー ル
　 Ｎ １ … 案 内 レ ー ル
　 ５ 、 Ｋ ５ 、 Ｌ ５ 、 Ｍ ５ 、 Ｎ ５ … 仕 切 り パ ネ ル
　 ５ １ … パ ネ ル 本 体
　 ５ ２ … 車 輪
　 Ｆ Ｒ … 床 レ ー ル
　 Ａ １ ～ Ａ ４ 、 Ａ １ １ ～ Ａ １ ２ 、 Ａ ２ １ ～ Ａ ２ ４ … 区 画 さ れ る エ リ ア
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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　特許法第３０条第２項適用  （５）  ウェブサイトの掲載日：令和３年２月１２日  ウェブサイトのアドレス： 
ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｙｏｕｔｕｂｅ．ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝Ｄ＿ＤＡａＧｏ４ｐ６Ｉ  公開者：コク 
ヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （６）  ウェブサイトの掲載日：令和３年１月８日  ウェブサイトのアドレス：ｈ 
ｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋｏｋｕｙｏ－ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｈｏｗｒｏｏｍ／ｕｍｅｄａ－ｓ 
ｒ／  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋｏｋｕｙｏ－ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｈｏｗｒｏｏｍ／ｕｍｅ 
ｄａ／ｐａｎｏｒａｍａ／ｔｏｕｒ．ｈｔｍｌ？ｓｔａｒｔｓｃｅｎｅ＝１  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋｏｋ 
ｕｙｏ－ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｈｏｗｒｏｏｍ／ｕｍｅｄａ／ｐａｎｏｒａｍａ／ｔｏｕｒ．ｈ 
ｔｍｌ？ｓｔａｒｔｓｃｅｎｅ＝２  ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋｏｋｕｙｏ－ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ．ｃｏ．ｊ 
ｐ／ｓｈｏｗｒｏｏｍ／ｕｍｅｄａ／ｐａｎｏｒａｍａ／ｔｏｕｒ．ｈｔｍｌ？ｓｔａｒｔｓｃｅｎｅ＝３  公 
開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （７）  ウェブサイトの掲載日：令和３年２月６日  ウェブサイトのアドレス：ｈ 
ｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋｏｋｕｙｏ－ｆｕｒｎｉｔｕｒｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｈｏｗｒｏｏｍ／ｔｏｋｙｏ－ｓ 
ｒ／  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （８）  案件を提案した日：令和３年２月１８日、１９日  案件を提案した場所： 
日本橋アステラス三井ビル（東京都中央区日本橋本町２丁目５番６号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （９）  案件を提案した日：令和２年１２月１７日  案件を提案した場所：大阪府 
東大阪市若江東町１丁目２番４６号  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１０）案件を提案した日：令和３年３月６日  案件を提案した場所：東京倶楽部 
ビル（東京都千代田区霞が関３丁目２番６号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１１）案件を提案した日：令和３年２月２日  案件を提案した場所：大阪府守口 
市松下町１－１  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１２）案件を提案した日：令和３年１月２０日  案件を提案した場所：コクヨ株 
式会社  東京ショールーム（東京都港区港南１丁目８番３５号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１３）案件を提案した日：令和２年１２月１４日、令和３年１月２０日  案件を 
提案した場所：株式会社オフィス空間（大阪府大阪市北区豊崎３－１９－３  ピアスタワー４階）  公開者：コク 
ヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１４）案件を提案した日：令和３年１月１８日  案件を提案した場所：住友不動 
産日本橋タワー（東京都中央区日本橋２丁目７番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１５）案件を提案した日：令和２年１２月１６日  案件を提案した場所：コクヨ 
株式会社  東京ショールーム（東京都港区港南１丁目８番３５号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１６）案件を提案した日：令和２年１１月２３日  案件を提案した場所：富士通 
株式会社  富士通ソリューションスクエア  Ｏ棟  ３階（東京都大田区新蒲田１丁目１７番２５号）  公開者：コク 
ヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１７）案件を提案した日：令和２年１１月２４日  案件を提案した場所：コクヨ 
株式会社  梅田ショールーム（大阪市北区大深町３番１号グランフロント大阪ナレッジキャピタルタワーＣ１１ 
Ｆ）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （１８）販売日：令和２年１２月１３日  販売した場所：富士通株式会社  富士通 
ソリューションスクエア  Ｏ棟  ２階及び４階（東京都大田区新蒲田１丁目１７番２５号）  公開者：コクヨ株式 
会社
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　特許法第３０条第２項適用  （１９）販売日：令和２年１１月２２日  販売した場所：富士通株式会社  富士通 
ソリューションスクエア  Ｏ棟  ３階（東京都大田区新蒲田１丁目１７番２５号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２０）販売日：令和３年１月２４日  販売した場所：富士通株式会社  富士通ソ 
リューションスクエア  Ｏ棟  ５階（東京都大田区新蒲田１丁目１７番２５号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２１）販売日：令和２年１２月２０日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
５階北（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２２）販売日：令和２年１２月６日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
８階北、１８階北（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２３）販売日：令和３年３月６日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  １ 
３階南（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２４）販売日：令和３年２月２３日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
１３階北（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２５）販売日：令和３年２月２０日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
１４階南（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２６）販売日：令和３年２月１３日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
１４階北（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２７）販売日：令和３年２月２１日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
１５階北、１５階南（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２８）販売日：令和２年１２月１３日  販売した場所：富士通株式会社  川崎工場  
１６階北、１６階南（神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （２９）公開日：令和２年１１月１９日  公開した場所：コクヨ株式会社  芝山工場  
工場棟（千葉県山武郡芝山町大台３１５５番４号  芝山第二工業団地）  公開者：コクヨ株式会社
　特許法第３０条第２項適用  （３０）設置日：令和２年１２月１６日  設置した場所：コクヨ株式会社  芝山工場  
事務所棟  会議室エリア（千葉県山武郡芝山町大台３１５５番４号  芝山第二工業団地）  公開者：コクヨ株式会社

審査官　 坂田  誠
(56)参考文献 特開平９－２１７５４６（ＪＰ，Ａ）
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特開２００４－８４２２２（ＪＰ，Ａ）
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Ｅ０５Ｄ    １５／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

